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生徒指導委員会 

 

一 研究テーマ 

児童生徒理解の上に立った予防的開発的な児童生徒指導はどのようにあったらよいか。 

 

二 テーマ設定の理由 

日頃、児童生徒を取り巻く環境に起因するトラブルなどの諸問題を未然に防ぐととも

に、問題発生時の対応の重要性を感じる。そこで当委員会では、各校で行われている取り

組みから児童生徒理解や学級作り、支援体制、対応策についての具体的な調査研究行い、

児童生徒指導の手立てを探っていきたいと思い、本テーマを設定した。 

 

三 研究の経過 

  各校の事例から「予防的開発的な児童生徒指導」に関わるお互いの実践を紹介し合い，

共有、共通理解、対応策など意見交換をする中で、生徒指導にむけての方向性を確認し

た。 

 

四 研究の内容 

 １ 情報共有カードの活用を通して「チーム」として機能する職員集団を目指して 

Ａ中学校での過去の実践から           

(１) 生徒指導の課題 

     学校全体は年々落ち着いており、現在は授業中に教室内外を出歩くような生徒は一人もいな 

い。生徒は明るく、大人数の中で切磋琢磨しながら学習や部活に取り組んでいる。 

    一方、これまでにいじめ経験、集団不適応、不登校、学級崩壊等を経験してきている生徒も多 

く、人間関係上のトラブルから不適応をおこす生徒も少なくない。また複雑な家庭環境を背景 

とした心身の不調やＤＶ等により、児童相談所や医療機関・市の家庭支援課などの関係機関と 

連携した対応が必要な生徒指導事案が多い。 

教師集団に目を向けると、それぞれの職員が懸命に対応しているにも関わらず、  

日々起きる事案に対応することに追われて日常の生徒理解や予防的な指導に手がま

わらない姿や自分で解決しようと抱え込んでしまう学級担任の姿、さらには自分の学

年のみに目が向いてしまい他学年の指導を否定的にとらえてしまう姿などが見られ、

一人一人の生徒理解を全体に生かす「チーム」となりきれていない現状があった。 

（２）「チーム」として機能する風通しのよい職員集団づくり ～情報共有カードの活用～ 

①情報共有の徹底                                     

    チームとして機能する「風通しのよい職員集団づくり」をめざして、学校内で「何が起きてい 

るのか」をお互い情報共有する事が大切だと考え、以前から取り組んでいた情報共有カードの 

徹底をはかった。より迅速に「だれが・いつ・どこで・何をしていて・どうなった・対応と課 

題」を担当した学年・職員が記録して、生徒指導主事が全体を把握しながら、各学年に回覧す 

るシステムとして、全職員で再確認をして実践した。前年度には 171 件もの情報共有カードが 

報告されているが、見方を変えれば先生方が小さなトラブルも見逃さずに記録し、全職員で指 
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導や課題を共有するようになってきた成果であると考えられる。生徒理解の上でも、同様な事 

案に対する共通の指導の方向を確認する上でも効果的で、他学年職員が学年を超えて関わった 

り、一人で抱え込みがちな学級担任への参考や支援となったりしている。また、他職員から生 

徒への声がけで「え！なんで知ってるの」「先生たちみんな同じこと言う・・・」といった学 

校全体で生徒指導に取り組んでいるという印象を生徒に与えることにもつながっていった。 

②情報共有カードの分析を生かす 

 時期によって生徒指導事案が集中する傾向

があったので、時期と起きる生徒指導事案は大

きく関連していると考えて、過去の情報共有カ

ードを分析をした。そして本年度の学校行事や

生徒指導における時期別の重点指導を考えた。 

 本校では５・６月は、１・２年生に人間関係

の変化に起因するいじめやトラブルが多い。入

学やクラス替えによる人間関係の変化が大き

な要因になっていると考えられる。夏休み以降

は不登校や家庭内トラブルに起因する関係機

関への相談や支援会議が急増する。また、ＳＮ

Ｓがらみの事案は休日や長期休業をまたいで

の事が多く、ケガや自転車等の事故や苦情は部

活動が行われずに早く下校する日や週末の金

曜日に多く発生している。 

大分類 計 

教育相談・保護者面談 9 

他機関等情報共有 55 

いじめ・いたずら・からかい 26 

人間関係トラブル 11 

自転車等交通事故・違反 4 

SNS 等 6 

不要物 5 

所在不明・帰宅遅れ・無断外泊 2 

器物破損 15 

不審者 4 

続報 16 

その他 18 

計 171 

   そこで、学級づくり・人間関係づくりに重点をおいた          

１・２年の宿泊行事を５・６月に位置づけ、実施してきた。また、職員会で「５・６月は人間

関係づくりにもっとも力を入れる時期」として、過去におきた事例をもとに、教室での見届け

を大切にした指導の充実を呼びかけた。交通安全に関わる下校指導では、交通安全係と相談し

て、職員会のある日に職員会の時間を遅らせて、全職員で街頭に立ち下校指導を実施した。さ

らに、夏休み前には生徒指導係を中心にＳＮＳに関わる講演や指導を重点的に取り上げた。 

（３）まとめ 

    生徒指導情報共有カードの本年度の一学期の件数は 26件である。前年度の 72 件より件数的に 

は大幅に減少しているが、昨年度と違う時期（具体的には 7月中旬以降）に人間関係のトラブル

やいじめ事案も出てきており、一概に時期に対応した生徒指導が成果を上げているとは言えな

い。今後も常に危機感をもち、生徒理解の上に立ち、アンテナを高く張り、小さなトラブルも見

逃さず、その原因がどこからきているかを推察する感覚を大切にしていきたい。 

 

大分類      【月ごと】 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

教育相談・保護者面談 2 2 1      2  2  9 

他機関等情報共有 3 5 5 2 2 6 10 5 8 3 4 2 55 

いじめ・いたずら・からかい 2 4 4 2  3 2 1 7  1  26 

人間関係トラブル 2 4 3   1  1     11 

自転車等交通事故・違反 1 2         1  4 

（情報共有カードの分類） 
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SNS 等 1 1  1   2 1     6 

不要物 1  1   2   1    5 

所在不明・無断外泊 1   1         2 

器物破損 2 4 2    1  1 3 2  15 

不審者   1     1  1 1  4 

続報  1 1   3 2 1 2 1 4 1 16 

その他 3 3 2 2 1 2 2  1  1 1 18 

計 18 26 20 8 3 17 19 10 22 8 16 4 171 

 

 ２ Ｂ小学校での外国籍児童への対応 

Ｂ小学校日本語指導教室に通う児童の様子 

（１）日本語教室について 

     諸外国から入国し、日本の工場等で働く外国籍の住民が増えている。Ｂ小では、今から１３

年前に、日本語教室が設置された。外国籍の児童が日本で安心して生活できるよう、日本語が

不明確な子にはまず日本語から、日本語はある程度分かっていても算数の問題がよく分からな

い子には算数をと、個別指導で対応している。 

     今年度Ｂ小に通う外国籍児童は今までより多い。日本語教室担当の職員は４名。 

    この教室に通う児童は、普段は原学級にいて、国語、算数などの授業の時には、日本語教室で

詳しく説明を受けながら学習している。 

     原級にいる日本国籍の児童は、Ｂ小には外国籍の児童がいることは当然ととらえている児童

が多いと感じる。外国人だから気を遣うこともなく、日本語をうまく話せないところをからか

うといったこともほとんどない。言葉の違いなど気にせずしゃべっていたり、一緒に遊んだり

している。むしろ大人の方が気を遣っている状況である。 

 

（２）外国籍児童に関わる指導上の問題点 

・教室内ではできるだけ日本語で指導してはいるが、どうしても伝わらない場合は母国語や英語

で話すが、児童によって言葉が違うので指導が大変。その都度調べている。 

・国によって考え方・習慣・生活などが違うので、日本の学校での生活に理解を示さない保護者

が多い。保護者への緊急連絡も難しい。通訳担当の職員に電話してもらっている。 

・欠席の連絡がない事がある。 

・給食費・学年費などの徴収が滞ることがある。督促をしてもすぐに対応してくれない。 

・友達と遊ぶ約束をしていても、平気で約束をやぶる子がいる。連絡のしようがなかったのかも

しれないが、後日になっても謝ることもない。友達が悲しんでいることがなかなか理解できて

いない。 

・保護者は、労働環境や住居などがよい条件のものが見つかると、すぐに転出・転入をくり返す。

計画的・長期的な指導が難しい。 

・日本に定住することを考えている保護者が多いので、将来を見据えて多少厳しく指導はしてい

るが、意図が伝わらず、嫌がったり、すぐにあきらめたり、学校を休んだりする子が多い。 

・学区外から通っている子も多いためか、保護者の自動車で送迎してもらっている子が多い。そ

の自動車を近隣のコンビニなどに無断で長時間駐車していることがあり、店から苦情が来るこ
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とが多い。保護者に話をしてもなかなか理解してくれないことが多いが、連絡を継続している。 

   ・下校時に、歩いて帰るのか、迎えの車がどこに来るのか、はっきりしないままの子がいる。歩

いて帰ることが大前提だが、用事があって迎えに来てもらう場合、きちんと家庭で下校方法を

確認してから家を出るように指導をしている。また、約束した時間になってもお家の方が表れ

ない場合には、迷わず学校に戻り、職員に事情を話すように指導している。 

 

（３）職員として気をつけていること 

   ・日本語を覚えてもらうため、ゆっくり、はっきりと日本語を話すようにしている。 

・偏見は持たないように気をつけている。 

・「日本人として必ず覚えておこう」とか、「日本人なら分かるはずだ」といった、日本人だけが

んばればよいといった言葉を言わないように気をつけている。 

   ・個人情報等の機密保持。 

 

 ３ 生徒指導情報共有のあり方について（Ｃ中の実践から） 

 

（１）昨年度までの課題 

 数年前までのＣ中は、授業中に離席をする生徒も少なからずおり、清掃用のほうきで天井を

つつき、穴を開ける生徒や教員に対しても反抗的な態度を取る生徒がいるなど、生徒指導的に

困難さがともなう学校であった。 

     現在ではそのような問題行動は少なくなり、どの生徒も教員の指導にも素直に従い(表面的に

は)全体的には生徒指導に困難さを感じることは少なくなった。しかし、それと同時に新たな課

題が浮き彫りになってきた。 

     本校では、隔週で各学年の生徒指導担当教員が集まり、問題行動の減少とともに情報交換の

量が少なくなり、他の学年の現状について情報を得ることが少なくなってきてしまった。 

     そこで、本年度より、生徒指導の係では、「生徒の様子」を各学級担任、副担任、教科担任、

誰でも書き込むことができるエクセルのシートを作り、気になる生徒について誰でもいつでも 

書き込み、またその情報を得ることができるようにした。 

 

（２）本年度の取り組み 

 

  （↑学級の様子シート） 
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ファイルには「学級の様子」「生徒指導報告」「不適応」の 3 つのシートが用意してあり、ど

のシートも生徒の様子、今後の指導について全体で共有したいこと、が書き込めるようになっ

ている。書き込んだ情報については、職員会でも共有されるが、いつでも見ることができるの

で、授業で気になった生徒や普段と様子が違う生徒について新しい情報をいつでも共有するこ

とができる。また、生徒の様子だけでなく、担任の願いも載せてあることで、一人一人の生徒

にどのように全職員が接してしけば良いのかを共有することができ、全職員が同じ歩調で個々

の生徒に接することにつながっている。 

 

 

（↑生徒指導報告のシート） 

 

（３）今後の課題 

このシートのおかげで個々の生徒の現状を知ることができ、どのような指導が有効か全体でも

考えることにつながっている。また、以前までは口頭での情報交換と知った内容をそれぞれの先

生方がメモをして情報を共有していたため、生徒への指導にもばらつきがあったが、現在は統一

歩調で指導に当たることができている。しかし、どの程度の情報まで書き込むかというところで

先生方の中で若干の温度差があるように感じられる。また、多忙な担任の先生の中には、書き込

んでいる時間がなく、情報を表に出すことができないという先生もいるように見受けられる。現

在はほとんどを学級担任が打ち込んでいるが、もっと他の教員が情報を発信できるようにしてい

きたいと考えている。 

また、教科担任が授業中に指導していて困難に感じる生徒や、今まで対応に苦慮していた生徒
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に授業中にこのような手立てで行ったら、うまくいった、また、授業などでは怠学の傾向にある

生徒が部活ではこのような姿を見せている、清掃の時間には誰よりも一生懸命取り組んでいる、

など、前向きな事例、または生徒の肯定感にもつながるような情報も共有できるようになると、

さらにこのシートは有効なツールになってくると思われる。 

 

 ４ 生徒指導委員会 「アセス」取り組み中間報告 

（１）アセスとは 

   「学校環境適応感尺度」の頭文字を取った造語。 

生徒（学級）のよりよい理解のために、根拠を持って予防的手立てを打つために、生徒のアンケ

ートから 6 つ因子を尺度として、評価する方法。 

   ＊利点は無料である事 エクセルのデータで利用できる（その分若干の手間はかかる） 

   ６つの因子 

【生活満足感】 生活全体に対して満足や楽しさを感じている程度。総合的な適応感を示す 

【教師サポート】担任の支援がある，認められているなど，担任との関係が良好だと感じている程

度を示 

【友人サポート】友からの支援がある，認められているなど，友人関係が良好だと感じている程度

を示す 

【向社会的スキル】友への援助や友だちとの関係をつくるスキルをもっていると感じている程度を

示す 

【非侵害的関係】無視やいじわるなど，拒否的・否定的な友だち関係が無いと感じている程度を示

す 

【学習的適応】学習の方法もわかり意欲も高いなど，学習が良好だと感じている程度を示す 

（２）D 中学校の取り組み 

    実施計画 

１アセスの理解 

 実施計画 

5 月職員会 2 回 アンケート実施の確認 

アンケート質問内容の検討（生徒指導係） 

２ 第 1 回 

アンケート実施 

6 月中旬から 7 月中旬 

＊アンケート結果は生徒、家庭

には戻らないことを伝える。 

・アンケート実施時間２０分程度。 

学・総・銀杏タイムを使って行う。 

支援、中間もその学級で行う。 

３ 集計・分析 8 月 夏期休業期間 

職員研修の場面で行う。 

①集計 各学年で専用エクセルシートに番号を

記入しデータの処理を行う。 

②担任が「07 学級内分府検討シート」を記入する。 

③学年で「08 個人特性検討シート」を記入する生

徒を決め記入する。 

４ 第 2 回 

アンケート実施 

集計 

10 月中をメドに。集計を終え

る 

(学校評議員会で結果を伝える

ため) 

・アンケート実施時間２０分程度。 

学・総・銀杏タイムを使って行う。 

支援、中間もその学級で行う。 

５検討 11 月中に学年会で 

15 分程度扱っていただく 

処理は係で行います。（集計時間の確保） 

担任は「07 学級内分府検討シート」を記入する。 
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個人相談で活用できるようにする。 

６ 教育相談 12 月 1 週目 

【教育相談】 

・「教育相談」の時間で、アセスの結果から気に

なることの聞き取り・相談を行う。 

７ 保護者懇談 12 月初旬 ・教育相談の内容を話題にしてみる。 

（３）アンケート実施・ 結果集計 

   ①アンケート実施・集計 

アンケートの実施は各学級で    

行い、入力と集計は係を中心 

に行った。１クラス入力に１  

５分程度はかかる 

 

   ②結果の分析 

    初めてであったので、夏休み   

の職員研修の時間に、各学年 

に管理職も一緒に入っても 

らい、結果分析と情報共有を 

おこなった。（1 時間３０分 

の研修） 

    ❶結果の数値で要支援生徒  

をピックアップ 

    ❷生活満足度の低い生徒の 

ピックアップ 

    ❸アセスの相関分析表を用 

いて、個人の分析 

    ❹情報共有と、個人特性分析 

シートつくり 

 

（４）実施しての感想など 

    夏休みの研修で、担任と副担任で学級   

や生徒の結果を分析している時はとて   

も盛り上がった。時間のあるときに数字 

の根拠を持って、学級や生徒に付いて語 

り合うことはとても有意義であった。 

    ただ分析や、個人の特性分析となると 

原因が特定できないこともあり、難しさ  

があった。 

    また、アンケートや調査などが複数有 

り「またか」感なぬぐえない。さらに「個  

別の支援計画」の作成など、やることが 

多く担任としては、目的に違いがあまり 
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区別できないようすが見られた。 

    生徒の結果は、年 2 回の教育相談時に相談の内容としても懇談する。結果の数値が低い生徒に

は、限られた時間の中でポイントを絞って話題にすることができ有効性を感じた。 生徒の実態

の情報共有（特に問題行動として表れてこない生徒）は、必要感は全職員が感じていながらもで

きずにいたので、良い機会となり有意義であった。 

 

五 研究のまとめと課題 

   それぞれの学校の事例や取り組みを互いに紹介し合いながら、情報の共有、共通理

解、対応策などを学び深めることができた。Ａ中学校やＣ中学校のように生徒指導情

報を全職員でいかに効率的に共有できるか、ということが課題になっている中学校は

多いように思われる。そのため、それぞれの学校で工夫しながらより効率的で全職員

に同じ情報が伝わるような情報共有の在り方を考えていく必要がある。 

   また、生徒指導上の問題が起こる前に生徒の様子から少しの異変にも気付けるよう

にアセスなどのアンケートをもとに生徒の生活の様子を把握し、職員間でその情報を

共有することが予防的な生徒指導として重要であることが改めて分かった。 

   今後、上小管内にも今より多くの外国籍自動、生徒が増えることも予想される。日

本語での意思疎通の難しさから困難を抱え、トラブルに発展することも十分に考えら

れる。今後、そのような機会も想定した予防的開発的な児童生徒指導も考えていく必

要があるだろう。 
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